
2018北海道胆振東部地震における地下⽔位応答
Groundwater level changes at the 2018 Hokkaido eastern Iburi earthquake

・池⽥光良⼯学博⼠らとの共同研究として，2018年北海道胆振東部地震で発⽣した⼤規模斜⾯
崩壊の要因として，⽕⼭灰層中の宙⽔・不圧地下⽔の分布と、崩壊した地層に整合性があること
を明らかにした。特に，地震時の地下⽔位応答を分析し，地震を発⽣させた逆断層の活動に対し，
調和的な⽔位変動を⽰すことを明らかにした。

地点 地質 被圧・不圧
スクリーン
深度（ｍ）

地震発生時刻
マグニチ

ュードMj

震央からの

距離(km)

地下水位

変化量(cm)
備考 データ所管

2018/9/6 3:07 6.7 40 +0.6 本震
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地震による地すべり災害
― 2018年北海道胆振東部地震

胆振東部地震発⽣時の地下⽔位の変化⼀覧

胆振東部地震発⽣時の地下⽔位変化の例


